
_Lr  移
‐  率斤   聞   2017年 (平成29年,2月 19日 日曜 日 鰹圏因畷甕聾目  ■2

園回回□□

駆
||‐     |:

岡山理科大教授・石垣忍

■ シ ,
ガ ウ
や ロ
グ ロ
|フ
ム ス

/ ｀
だ

, テ  !
レ

L
Iビ  

°

で え
お え
な  ｀

じ 7維 1

茫

み
の
大
型
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よ
う
に
見
え
ま
す
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し
か
し
、
こ
れ
は
全

く
意
ｉ
震
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サ
ウ
ロ
ロ
フ
ス
の
生
身
計
線
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す
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ラ
サ
ウ
ロ
ロ
フ
ス
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メ
リ
カ
や
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ダ

で
丹
つ
か
つ
て
お
り
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に
大
変
大
き
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条
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毎
の
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ま
り
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配
で
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ご
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前
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が
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い
て
い
る
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後
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に
大
き
く
伸

び
、
そ
れ
と
鼻
の
上
の
骨
が
く
っ
つ
い
て
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て
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ま
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中
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ぇ
き
く
し
た
り
ヽ
術
濫

調
節
に
使
わ
れ
た
り
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ら
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、
サ
ウ

ロ
ロ
フ
ス
の
突
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骨
が
伸
び
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も
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、
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で
は
な
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ラ
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ロ
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大
き
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あ
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ま
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ん
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私
は
モ
ン
ゴ
ル
の
ゴ
ビ
砂
漠
で
こ
の
突
起

を
発
掘
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ぽ
き
ん
と

折ぉ
れ
た
臨
敵
は
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壺
禦
励
で
み

っ
ち
り
と
獣
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組
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ま
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て
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ま
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は
こ
の
突
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は
何
の
役
に
立
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た
の
で
し

ょ
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〉
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す
る

役
目
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っ
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ま
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ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
派
手
な
色
。
さ
て
何
色
か

な
？
　
｝」
の
突
起
に
あ
れ
こ
れ
色
を
付
け
て

想
像
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
。
明
る
い
ピ
ン

ク
な
ん
て
ど
う
で
す
？
　
そ
れ
と
も
黄
色
？
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